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１ 企業の災害対応ニーズ
とは
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注：都市･建築に関係のある脅威を
中心にあげている。

1.1 リスクマップの一例
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1.1.22 事業継続（ＢＣ）の概念事業継続（ＢＣ）の概念
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現状の予想復旧曲線

BC実践後の復旧曲線 出典：内閣府 事業継続ガイドラインから引用、一部修正
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1.3 事業継続計画の必須要素

①自らが重大な被害を受け、リソース制約が発生

することを認識し、重要業務を選定して対応する

②重要業務に継続・実施に関して、時間・水準の実

施目標を持っている

③業務プロセスを分析して制約要因の改善策を見

出すアプローチを行う

④1）事前対策、2）災害発生後の対応、3）平常時

の維持管理、4）継続的な見直しのすべてを含む
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1.4 災害直後の事業継続の重要項目

①指揮命令系統の明確化

②本社等重要拠点の機能の確保

③対外的な情報発信および情報共有

④情報システムのバックアップ

本来の業務である製品・サービスが一時
停止しても、①～④ができており、停止が許
容時間内であればよい。
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1.1.55 従来の防災とＢＣへの取組みの特徴従来の防災とＢＣへの取組みの特徴

従来の防災 BCへの取組みの特徴

視点

É人命の安全確保

É物的被害の軽減

É拠点レベルでの対策・対応

É主に安全関連部門・施設部門の
取組み

◆重要業務（商品・サービスの供給）の
継続・早期復旧 ＜経営の観点＞

◆サプライチェーンでの対策・対応

指標
É死傷者数

É物的損害額

É復旧時間・復旧レベル

É経営ならびにステークホルダーに及
ぼす影響

従来の防災の考え方に加え以下
の新しい視点をプラス
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É国内外の標準化の動き加速
¸ 事業継続関連の規格・ガイドライン
の発行

¸ ISO規格化の動き
¸ 企業間取引におけるBCの要求

É国内外の標準化の動き加速
¸ 事業継続関連の規格・ガイドライン
の発行

¸ ISO規格化の動き
¸ 企業間取引におけるBCの要求

É企業間の相互連携の進化
¸ サプライチェーンの複雑化・高度化

¸ ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞによる自社単独復旧の困難化

¸ 効率化のための調達先の絞込み

É企業間の相互連携の進化
¸ サプライチェーンの複雑化・高度化

¸ ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞによる自社単独復旧の困難化

¸ 効率化のための調達先の絞込み

É企業経営に影響を与える災
害や事故の多発・切迫性

¸ 地震災害、台風、水害の多発
¸ 重要ｼｽﾃﾑの重大な障害発生
¸ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｨﾙｽによるｼｽﾃﾑ停止

É企業経営に影響を与える災
害や事故の多発・切迫性

¸ 地震災害、台風、水害の多発
¸ 重要ｼｽﾃﾑの重大な障害発生
¸ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｳｨﾙｽによるｼｽﾃﾑ停止

ＢＣのニーズが高まってきているＢＣのニーズが高まってきている

É企業のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、CSR等への
社会的要求の高まり

¸ 地域、従業員、株主、取引先等のス
テークホルダーからの信頼確保の要求
¸ 有価証券報告書でのリスク開示

É企業のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ、CSR等への
社会的要求の高まり

¸ 地域、従業員、株主、取引先等のス
テークホルダーからの信頼確保の要求
¸ 有価証券報告書でのリスク開示

1.1.66 日本でニーズが高まっている理由や背景日本でニーズが高まっている理由や背景
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２ ＢＣＰの策定・運用と

ＧＩＳ活用の機会
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事業継続戦略策定プロセス

2.1 事業継続マネジメントを実現するプロセス

現状認識
と方針決
定

•経営環境・
方針・戦略の
認識

•現状のリス
ク対応状況
の認識

•実施方針、
対象重要事
業、実施方
法の決定

対策の検
討と事業
継続戦略
の決定

•戦略・対策
の選択肢の
検討

•事業継続戦
略の決定

リスク分析

• 脅威洗出し

• リスクアセス
メント

ビジネスイ
ンパクト分
析

•重要業務

•要素・資源

•時系列分析

•目標復旧時
間の決定

対策の詳細
決定と対応
計画・実施
計画の作成

•対策実施計画の
作成

•非常時の対応計
画の作成

•維持改善計画の
作成

対策
の実
施

教育
・訓練
の実
施

点検及
び是正
措置

実施運用プロセス

経営者
による
見直し
（レビ
ュー）
と改善

従来からの災害・事故対策

Copyright © 2008 BCAO
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2.1.1 事業継続戦略策定の流れ

事業継続戦略策定プロセス

対策の検討と事業継続戦略の決定現状認識と
方針決定

リスク分析

ビジネスインパクト分析

経営環境・方針・
戦略の認識

•市場環境、事業構造
•経営の優先事項

現状のリスク対応
状況の認識

• 対応済のリスク
• 体制、対策内容

事業継続実施方針と
対象重要事業の決定

実施方法の決定

• 実施体制
• 実施方法
• スケジュール

事業継続戦略の

決定

• 経営者による目標
復旧時間を達成す
るための戦略決定

• 戦略決定に至る理
由の文書化

従来からの災害・事故対策

重要業務の明確化

• 業務プロセスの整理
• プロセス依存関係の
整理

• 重要業務の抽出

対象事業の

脅威洗い出し

• 対象拠点の
明確化

• 脅威に関す
る情報の収
集

リスクマッピン
グ

• 脅威発生確率
• 発生時の影響
• 優先的に対象
とする脅威の
特定

リスクアセスメント

• 脆弱性分析
• 被害想定（全体、重要
な要素・資源）

• 現状で可能な復旧時
間の想定

• 復旧の制約となる要
素・資源の明確化

中断時の影響の時系列分析

• 定量的分析
• 定性的分析
• 許容され得る中断時間の把握

戦略・対策の選択肢の検討

• 現状で可能な復旧時間と許
容中断時間の乖離の分析

• 必要な戦略と必要な対策の
選択肢の検討（要素・資源へ
の対策と、運用への対策）

• 対策にかかる費用と効果の
見積もり

重要業務の目標復旧時
間の決定

•達成にかかる費用の検討
を踏まえた目標復旧時間
の決定

重要な要素・資源の把握

• 復旧再開に不可欠な要素・資源の
明確化

• 代替有無と再調達時間、コスト把握
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